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２０２５年度 溶接工学専門講座 

ものづくり力伝承講座  

～アーク溶接プロセスに係る最新の科学技術にみる未来の予感 

（新アーク溶接現象のその先へ）～ 

 
ＩＩＷ資格制度特認コース：Ｊ－ＡＮＢ認定講座 

ＩＳＯ１４７３１／ＷＥＳ８１０３溶接管理技術者資格制度：再認証審査小委員会認定講座 

主催 

一般社団法人溶接学会 溶接教育委員会 

一般社団法人溶接学会 溶接法研究委員会 

協賛 

日本溶接協会，軽金属溶接協会，日本機械学会，日本金属学会，日本鉄鋼協会，スマートプロセス学会，レ

ーザ加工学会，レーザ協会，自動車技術会，ステンレス協会，精密工学会，土木学会，日本鋳造工学会，日

本原子力学会，日本高圧力技術協会，日本材料学会，日本接着学会，日本非破壊検査協会，表面技術協会，

腐食防食学会，日本航空宇宙学会，日本複合材料学会，全国鐵構工業協会，日本工業会，軽金属学会，日本

ガスタービン学会，日本計算工学会                        （依頼中も含む） 

 

【開催趣旨】 

近年，我が国の産業界では，激化する国際競争を勝ち抜くための対応力強化が求められており，技術

伝承と人材育成が今後の飛躍への鍵を握るとも言われています.特に溶接技術はものづくりにおいて必

要不可欠であり，一般社団法人溶接学会では，溶接工学の主要技術を講義する溶接入門講座と溶接工学

夏季大学に加え，溶接工学専門講座を新たに開設し，教育機能の二本柱としています.溶接工学専門講

座は，溶接学会の個々の技術分野をカバーする各研究委員会の企画にて特定の技術分野に絞った内容と

しています. 

このたびの専門講座は本学会の溶接法研究委員会の企画により「アーク溶接プロセスに係る最新の科

学技術にみる未来の予感（新アーク溶接現象のその先へ）」を主題とする講習会を開催いたします.近

年，溶接プロセスの高精密な制御に向けて，ガスタングステンアーク溶接やガスメタルアーク溶接の現

象解明に関する研究が著しく進展し，それらの知見が最先端溶接技術の開発に欠かせない時代となりま

した.電流波形制御による高電流埋もれアークの安定化技術は，溶接の精度向上や生産性向上を目指し

た実用化にも寄与しています.さらに短絡移行を前提としないワイヤ送給制御プロセスや，ガス組成を

活用した溶滴移行制御法（パルスガスＧＭＡ溶接法）など，科学の進展によって従来の溶接技術が抱え

る課題を解決し，多様化する産業界のニーズに対応する新しい溶接技術の実用化が進んでいます．ワイ

ヤ供給型Ａｄｄｉｔｉｖｅ Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｉｎｇ技術は，材料利用効率の高さや複雑な形状の

設計が可能なことから，航空宇宙やエネルギー分野での応用が期待されています．ＡＩによる溶接条件

の最適化や品質管理も進展しており，本講座ではこれらの最新科学技術の基礎から実用例までを解説し，

未来のものづくりの姿を垣間見ていただく機会を用意しました． 

この機会に是非ご参加いただき，ものづくりの中核技術の一つである溶接工学分野での人材育成の強

力なツールとして，本講座をご活用いただきますようご案内申し上げます． 

なお，本講座はＷＥＳ溶接管理技術者の更新クレジットポイントとＩＩＷ資格特認コースの履修ポイ

ント対象になります. 

 

【期 日】 ２０２５年１０月７日（火） １０：００～１７：２０ 

 

【会 場】 大阪大学 医学・工学研究科 東京ブランチ 
〒１０３－００２３ 東京都中央区日本橋本町二丁目３番１１号  

日本橋ライフサイエンスビルディング９階  
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案内地図 https://www.jspm.or.jp/application/files/2715/4701/6695/tokyo_branch.pdf 

     東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅 Ａ６ 出口より徒歩 ３ 分  

ＪＲ総武本線「新日本橋」駅 ５ 番出口より徒歩 ２ 分  

ＪＲ各線「神田」駅 南口より徒歩 １１ 分， 

ＪＲ各線「東京」駅 日本橋口より徒歩 １７ 分 

 

【開催方式】 対面方式 

本講座を受講することで，以下のポイントを取得することができます． 

・ＩＩＷ資格制度特認コース履修ポイント： ４．９ｐｔ（Ｍ１：４．２ｐｔ， Ｍ４：０．７ｐｔ） 

・ＷＥＳ溶接管理技術者更新ポイント： ７ｐｔ 

受講者には受講証明書を発行いたします． 

 

【プログラム】 1０月７日（火） 

（１）１０：００～１０：０５ 開会挨拶  

溶接法研究委員会委員長 

田中 学（大阪大学） 

 

（２）１０：０５～１０：５５ ガスタングステンアーク溶接の現象解明に関する最新の動向 

古免久弥（大阪大学） 

ティグ溶接としても知られているガスタングステンアーク（ＧＴＡ）溶接は高融点のタングステンを

電極に，不活性ガスをシールドガスに用いるアーク溶接法である．この溶接法は鉄鋼に限らず，アルミ

ニウム合金やチタン合金，マグネシウム合金など幅広い金属の接合に用いられている．一方で，その溶

接現象はすべてが明らかになったわけではなく，実験と数値計算の双方からのアプローチによって研究

が続けられている．本講座では，このようなＧＴＡ溶接の現象解明に関する最新の動向を紹介する． 

 

（３）１０：５５～１１：４５ ガスメタルアーク溶接の現象解明に関する最新の動向 

荻野陽輔（大阪大学） 

ガスメタルアーク（ＧＭＡ）溶接プロセスは消耗式ワイヤ電極を用いるガスシールドアーク溶接プロ

セスである．本講座においては，その原理よりＧＭＡ溶接プロセス特有の現象である溶滴移行現象やそ

れに及ぼすアークプラズマとの相互作用などＧＭＡ溶接プロセス中の現象を解明にむけた取り組みに

関して，近年報告されている実験観察・計測技術ならびに数値シミュレーション技術による可視化事例

を中心として解説する． 

 

― １１：４５～１２：５０    昼食・休憩 ― 

 

（４）１２：５０～１３：４０ 電流波形制御による⾼電流埋もれアークの安定化および導⼊事例の紹

介 

馬塲勇⼈（㈱ダイヘン） 

厚板の高能率溶接プロセスとして，高電流埋もれアーク溶接の普及が進んでいる．埋もれアーク溶接

は従来不安定なプロセスであったが，最新の電流波形制御により安定化が実現され，これを活用した高

溶着・深溶込み溶接が実用化されている．本講座では高電流埋もれアーク溶接の安定化技術について解

説するとともに，溶接システムの導入事例を紹介する． 

 

（５）１３：４０～１４：３０ 短絡移行を前提としない新しいワイヤ送給制御プロセスとその効果 

山崎圭（㈱神⼾製鋼所） 

従来のワイヤ送給制御を用いた溶接プロセスの溶滴移行形態は，いずれも短絡移行モードであり，

中・厚板分野で要求されるような高電流・高速度化による能率向上効果や開先内の多層盛溶接における

耐欠陥性を期待することは難しい．そこで，本講座では，ワイヤ送給の加減速による慣性を利用した「短

絡移行を前提としないワイヤ送給制御プロセス」の溶滴移行現象と本プロセスを中・厚板分野へ適用し

た場合の効果について紹介する． 
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（６）１４：３０～１５：２０ ガス組成変化を⽤いた溶滴移⾏制御法− パルスガスＧＭＡ溶接法−  

藤原康平（川⽥⼯業㈱） 

炭酸ガスアーク溶接のスパッタ発生量低減を目的に，極少量のアルゴンをアーク周辺にパルス状に添

加し，アーク周辺のガス組成を周期的に変化させることで溶滴移行を制御する「パルスガスＧＭＡ溶接

法」を開発した．本プロセスについて，アルゴン添加量および添加条件に対する溶滴移行形態と溶滴移

行に及ぼす駆動力を解説する．またスパッタ発生量および溶込み形状等について炭酸ガスアーク溶接お

よび混合ガスＭＡＧ溶接と比較し，紹介する． 

 

― １５：２０～１５：３５    休憩 ― 

 

（７）１５：３５～１６：２５ 溶接プロセスにおけるＡＩ活⽤事例と今後の展望 

野村和史（⼤阪⼤学） 

自動溶接における溶接品質保証には，プロセス中に発生する様々な外乱による溶込み等のばらつき

を監視，制御するための対応が求められる．近年では，溶接プロセスの様々な情報をセンシングして

機械学習により溶接品質を推定，制御することが可能になってきた．溶接施工において機械学習を利

用する場合，どういった入出力の組み合わせで問題が設定されているかが肝要であるが，本講座では

いくつかの研究例を紹介する． 

 

（８）１６：２５～１７：１５  ＷＡＡＭ（Ｗｉｒｅ Ａｒｃ Ａｄｄｉｔｉｖｅ Ｍａｎｕｆａｃ

ｔｕｒｉｎｇ）の概要と今後の展望 

北野萌⼀（物質・材料研究機構） 

ＷＡＡＭはアーク溶接を応用した金属３Ｄ造形技術であり，ＰＢＦ（Ｐｏｗｄｅｒ Ｂｅｄ Ｆｕｓ

ｉｏｎ）や金属粉末を用いるＤＥＤ（Ｄｉｒｅｃｔｅｄ Ｅｎｅｒｇｙ Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）のよ

うな他の金属３Ｄ造形手法を比べると材料や装置コストが安価であり，造形効率が高いという特徴があ

る．本講座では，ＷＡＡＭの概要を紹介するとともに，最近の研究事例や，国内外における実用に向け

た取組み，今後の展望について概説する． 

 

（９）１７：１５～１７：２０ 開会挨拶  

溶接法研究委員会委員長 

田中 学（大阪大学） 

【テキスト】 テキストは当日配布します． 

 

【受講料】 会員   ３０，６００円 

（消費税１０％，本体価格２７，８１８円，消費税額２，７８２円） 

      非会員  ５１，０００円 

（消費税１０％，本体価格４６，３６４円，消費税額４，６３４円） 

※テキスト代を含みます．ただし，昼食代は含みません． 

勤務先が賛助員の場合は，会員扱いとします． 

協賛学協会会員は，会員扱いとします． 

 

【支払方法】 受講料は，申込時に発行される請求書に記載された口座へお振り込みください． 

【申込方法】 溶接学会ホームページ（http://www.jweld.jp/）からお申込下さい． 

【定 員】 ５０名（申込先着順で締め切らせていただきます） 

 

【申込締切】 ２０２５年９月３０日（火）１２：００ 

 

【受講者特典】 

本講座を受講された方で，受講時点でまだ溶接学会の会員でない方は，２０２５年１０月末日までに，

入会申込みされると当年度会費（年会費：正員１３，０００円，学生員６，０００円）が無料でご入会

いただけます．（ただし，入会金１，０００円は必要です）是非この機会にご入会下さい． 
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【問合せ先】〒１０１－００２５ 東京都千代田区神田佐久間町４－２０ 

      一般社団法人 溶接学会 講習会係 

      電話 ０３－５８２５－４０７３   Fax. ０３－５８２５－４３３１ 

      E-mail: jws-info@tg.rim.or.jp 


	２０２５年度　溶接工学専門講座
	主催
	一般社団法人溶接学会 溶接教育委員会
	一般社団法人溶接学会 溶接法研究委員会
	協賛
	日本溶接協会，軽金属溶接協会，日本機械学会，日本金属学会，日本鉄鋼協会，スマートプロセス学会，レーザ加工学会，レーザ協会，自動車技術会，ステンレス協会，精密工学会，土木学会，日本鋳造工学会，日本原子力学会，日本高圧力技術協会，日本材料学会，日本接着学会，日本非破壊検査協会，表面技術協会，腐食防食学会，日本航空宇宙学会，日本複合材料学会，全国鐵構工業協会，日本工業会，軽金属学会，日本ガスタービン学会，日本計算工学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（依頼中も含む）
	【テキスト】　テキストは当日配布します．

